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学事

学学
校校
保保
健健
安安
全全
委委
員員
会会
・・
救救
急急
法法
講講
習習
会会

77月月

1111日日

上

島

田

小

学

校

体

育

館

午
後
よ
り
開
始
し
た
第
一
部

「
学
校
保
健
安
全
委
員
会
」
で
は

定
期
健
康
診
断
や
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス

ト
の
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
他
、

保
健
委
員
児
童
に
よ
る
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

第
二
部
「
救
急
法
講
習
会
」
で

は
心
肺
蘇
生
法
の
講
話
と
実
技
指

導
を
学
び
ま
し
た
。

三三
島島
地地
区区
補補
導導
委委
員員
研研
修修
会会

活事
夏
休
み
を
前
に
補
導
委
員
に
向

け
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
島
田
駐
在
所
、
県
警
人
身
安

全
・
少
年
課
、
光
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
指
導
員
に
よ
る
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
の
巡
回
補
導
は
、

7
月
24
日
か
ら
3
回
行
わ
れ
ま
す
。

77月月

55日日

主

催

三

島

地

区

会

議

「「社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動
」」

街街
頭頭
啓啓
発発
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

実実
施施

例
年
7
月
10
日
に
合

わ

せ

三

島

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
協
議
会
で
は
「
社

会

を

明

る

く

す

る

運

動
」
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
。
前
日

の
大
雨
で
運
行
が
停
止

し
た
た
め
島
田
駅
で
の

実
施
は
断
念
。
一
方
の

ゆ
ー
ぱ
ー
く
光
で
は
約

1
時
間
ほ
ど
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
う
ち
わ

を
配
布
し
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

ゆーぱーく光にて実施

77月月
1111日日

活事

広広

島島

造造

幣幣

局局

、、
他他

へへ
視視

察察

上
島
田
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

①縮景園
平和記念公園

②造幣局

７
月
よ
り
新
紙
幣
発
行
話
題
の
渦
中
、
広
島
造
幣
局

（
②
）
の
工
場
見
学
と
、
縮
景
園
（
①
）
へ
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
天
続
き
で

心
配
し
て
い
た
天
気
も
気
温
も
過
ご
し
や
す
い
研
修
日

和
と
な
り
、
社
協
役
員
、
福
祉
員
合
わ
せ
て
十
七
名
が
、

広
島
方
面
へ
出
発
し
ま
し
た
。

広
島
造
幣
局
で
は
紙
幣
は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
硬
貨

の
み
の
製
造
で
ア
ル
ミ
製
（
１
円
）
の
硬
貨
は
製
造
途

中
か
ら
）
黄
銅
（
五
円
）
、
青
銅
（
十
円
）
、
白
銅

（
五
十
円
、
百
円
）
、
ニ
ッ
ケ
ル
黄
銅
（
五
百
円
）
の

イ
ン
ゴ
ッ
ト
作
成
、
規
定
の
厚
さ
ま
で
伸
ば
し
成
形
、

印
字
、
検
査
の
各
工
程
の
見
学
と
説
明
を
受
け
、
と
き

よ
り
「
へ
～
。
」
「
ほ
～
。
」
と
参
加
者
の
声
が
工
場

音
と
混
ざ
り
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
造
幣
局
と
い
え
ば
桜
。
広
島
造
幣
局
で
は
珍

し
い
桜
の
木
が
植
え
て
あ
り
、
桜
が
咲
く
時
期
に
は
一

般
公
開
も
あ
り
、
毎
年
沢
山
の
方
が
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

桜
の
咲
く
時
期
に
も
う
一
度
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
方
で
最
初
に
訪
れ
た
先
の
縮
景
園
で
は
、
２
班
に

分
か
れ
ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
の
も
と
園
内
を
散
策
。
日

頃
の
慌
た
だ
し
い
時
間
を
忘
れ
、
自
然
の
優
し
さ
に
包

ま
れ
な
が
ら
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
本
（
桜
、
銀
杏
、
檜
）
の
被
爆
木
が
今

も
な
お
、
力
強
く
生
き
る
姿
に
、
感
動
と
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。

※

造
幣
局
は
撮
影
禁
止
の
た
め
、
画
像
は
説
明
開
始
前

の1

枚
の
み
と
な
り
ま
す
。

66月月
2244日日

上（造幣局）下（縮景園）上（縮景園）下（平和記念公園）

※
造
幣
局
は
撮
影
禁
止
の
た
め
、
画
像
は
説
明
開
始
前

の
１
枚
の
み
と
な
り
ま
す
。
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（電波教室）

今
年
も
8
月
14
日
が
や
っ
て
来
ま
す
。
太
平
洋
戦

争
か
ら
79
年
間
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
程
長
い
間
、

戦
争
を
し
な
い
で
来
た
国
は
、
世
界
で
い
く
つ
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
昭
和
20
年
8
月
の
12
日
か
13
日
に
、

中
島
田
林
地
区
の
方
が
、
お
盆
の
“
お
は
ぎ
”
を
親

戚
に
と
ど
け
よ
う
と
島
田
川
の
川
沿
い
を
歩
い
て
い

る
時
、
不
意
に
グ
ラ
マ
ン
艦
上
戦
闘
機
（
グ
ラ
マ
ン

Ｆ-

6
Ｆ
へ
ル
キ
ャ
ッ
ト
）
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、
咄

嗟
に
川
に
飛
び
込
み
、
護
岸
の
茂
み
に
身
を
隠
し
、

難
を
逃
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
8
月
14
日
、
島
田
川
に

注
ぎ
込
む
小
川
で
魚
取
り
を
し
て
い
た
子
が
、
空
襲

警
報
が
鳴
り

オ
オ
カ
ミ
が
来
た
。
的
な
思
い
を
抱
き

な
が
ら
も
、
沢
山
の
飛
行
機
が
見
え
る
と
、
急
い
で

家
に
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
子
供
の
こ
と
、
外
に
出

て
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

Ｂ-
29
（
大
型
長
距
離
戦
略
爆
撃
機
）
か
ら
主
に
二

百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
爆
弾
が
ば
ら
ば
ら
と
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
裕
に
1
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
を
飛
行
出
来

る
Ｂ-

29
に
対
し
、
地
上
か
ら
高
角
砲
（
高
射
砲
）
が

発
射
さ
れ
ま
し
た
が
非
常
に
ま
ば
ら
で
、
そ
の
火
の

玉
は
Ｂ-

29
に
と
ど
く
こ
と
無
く
、
落
下
し
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

又
、
島
田
川
で
泳
い
で
い
た
子
供
た
ち
は
、
す
さ

ま
じ
い
爆
発
音
と
そ
れ
に
も
増
し
た
激
し
い
地
響
き

で
恐
怖
の
為
、
身
が
す
く
み
水
の
中
で
動
け
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
光
海
軍
工
廠
の
絨
毯
爆
撃
の

際
の
お
話
で
す
。
動
員
学
徒
や
工
員
の
七
百
三
十
八

名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
（
学
徒
の
死
亡
は
百
八
十

一
名
）
。

7
月
26
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宜
言
（
無
条
件
降
伏
）
が

連
合
国
側
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
島
の
む
か
し
ば
な
し

-

文-

隅
田
芳
直

七

十

九

年

目

の

八

月

十

四

日

(

も
う
一
日
早
く
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば)

8
月
14
日
の
光
海
軍
工
廠
へ
の
爆
撃
と
同
日
の
軍

部
・
政
府
の
動
き
を
記
述
す
る
と
。

①

午
前
中
に
御
前
会
議
（
昭
和
天
皇
臨
席
）
開
始
。

②

正
午
頃
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
決
定

③

午
後
0
時
20
分
頃

光
海
軍
工
廠
爆
撃
開
始
。

④

午
後
11
時
頃
宜
言
受
諾
を
連
合
国
側
に
伝
え
る
。

⑤

午
後
11
時
50
分
頃
よ
り
玉
音
放
送
の
録
音
取
り
開

始
（
レ
コ
ー
ド
盤
）

同
じ
日
に
県
内
で
は
岩
国
市
も
正
午
前
に
爆
撃
を

受
け
、
死
者
五
百
十
七
名
、
行
方
不
明
者
三
十
名
の

犠
牲
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
原
子

爆
弾
の
模
擬
弾
（
通
常
火
薬
四
千
互
百
キ
ロ
グ
ラ
ム

弾
）
だ
け
で
も
7
ヶ
所
の
地
区
が
爆
撃
を
受
け
て
い

ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
は
、
ど
の
事
例
で
も
私
の
中

に
強
く
突
き
刺
さ
っ
さ
て
い
ま
す
。
が
更
に
人
の
子

と
し
て
人
の
子
の
親
と
し
て
、
辛
く
て
つ
ら
く
て
二

度
と
読
み
返
せ
な
い
事
件
が
有
り
ま
す
。
“
葛
根
事

件
”
で
す
。
戦
争
の
実
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
現
在
、
戦
争
の
地
獄
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
皆
で

努
力
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

①
葛
根
事
件
に
つ
い
て
の
記

述
が
あ
り
ま
す
。

②
岩
国
空
襲
・
模
擬
弾
な
ど
の

報
道
資
料

④
光
海
軍
工
廠
へ
の
空
襲
に
つ
い

て
の
資
料

③
光
市
が
う
け
た
戦
争
の
惨
禍
に
つ

い
て
記
述
が
あ
り
ま
す
。

右
の
資
料
は
三
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
隅
田
さ
ん
か
ら
お
借
り

し
て
い
ま
す
。
閲
覧
可
能
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

①滝川（右）推進委員②モールス信号

④今回組み立てたラジオ ③参加者

夏
休
み
を
前
に
先
行
し
、
第
一
弾
電
波
教

室
が
7
月
13
日
（
土
）
三
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
9
時
か
ら
開
始
し
た
教
室
で
は
、
電
波

適
正
利
用
推
進
協
議
会
（
山
口
県
協
議
会
）

推
進
員
の
滝
川
さ
ん
と
徳
山
高
等
専
門
学
校

の
学
生
が
補
助
員
と
し
て
指
導
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
先
ず
は
ビ
デ
オ
視
聴
を
通
し
て
電

波
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ

オ
の
製
作
（
画
像
④
）
を
親
子
で
指
導
員
を

交
え
行
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
制
作
で
は
、
基
盤
に
配
線
を
固
定

す
る
た
め
に
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
を
使
う
場
面
が
あ

り
親
や
指
導
員
と
共
に
真
剣
に
扱
う
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
ア
ナ
ロ

グ
な
電
波
へ
の
理
解
は
新
鮮
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

三
島
親
子
教
室
は
、
夏
休
み
期
間
に
陶

芸
・
お
料
理
教
室
と
3
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
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ココミミュュニニテティィ

お 知 ら せ

土土
のの
うう

スス
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

豪雨等による家屋への浸水被害等の軽減を目的とした「土
のうステーション」が今年も試験的に設置されました。
利用される際は、三島コミュニティセンターにて必要事項を

記入の上、土のう袋を受取り各自で土のうを作って持ち帰り下
さい。ぜひこの機会にご活用下さい。
・実施期間 令和6年6月から令和6年11月中旬頃まで
・設置場所
島田川三島河川公園 駐車場敷地横
市営上島田住宅跡地（上島田5丁目7-6地先）

土日月はコミュニティセンター入口に置いてある土のう袋を使って下さい

※三井側の設置場所が昨年から変更になっています。

踊
り
開
催
情
報

盆

開催日 8月14日（水）
開催時間 18:00頃より
開催場所 三井小グラウンド
主催 三井地区連合自治会

開催日 8月24日（土）
開催時間 19:00頃より
開催場所 JR島田駅前広場
主催 上島田連合自治会

開催日 8月17日（土）
開催時間 18:30頃より
開催場所 三井今桝
主催 今桝自治会

供養・市民音頭
地踊り・仮装踊り

供養・市民音頭・地踊り
仮装踊り・バザー・抽選会

供養・こども太鼓・バザー
ビンゴ大会

表紙
コミュニティみしま7月号の表紙を飾ったのは、ス

ポーツ少年団 あけぼのベースボールクラブ。
全国大会出場の切符を手にしたあけぼのベース

ボールクラブは、今年5月に開催された高円宮賜杯
全日本学童軟式野球大会山口県決勝大会におい
てベスト4の成績が評価され富山県で行われる
PRIDE JAPAN 全国選抜学童軟式野球2024に山
口県代表として出場することになりました。
結果報告は、9月号で、ドッチボール MD KIDs の

出場結果と共にお届けします。

あけぼの全国⼤会へ出場

再掲載

敬敬 老老 会会 開開 催催 のの ごご 案案 内内
三井地区敬老会
（三井小学校体育館）

9月１４日（土）

上島田地区敬老祝賀会
（三島コミュニティセンター大ホール）

9月28日（土）
三井地区社会福祉協議会 主催 上島田地区社会福祉協議会 主催

・7⽉24⽇ 三島地区巡回補導
・7⽉25⽇ 陶芸教室（夏休み親⼦教室）
・7⽉27⽇ 光花⽕⼤会 虹ケ浜
・7⽉28⽇ 島⽥⼈形浄瑠璃芝居 光市⺠ホール
・7⽉31⽇ 陶芸教室（夏休み親⼦教室）

・8⽉⼲潮⽇ サンドアートin光
・8⽉02⽇ お料理教室（夏休み親⼦教室）
・8⽉03⽇ ふるさとの⽕祭り 周防柱松
・8⽉07⽇ 三島地区巡回補導
・8⽉21⽇ 三島地区巡回補導

催催

事事

予予

定定

※詳しくは後日送付の案内をご確認下さい


